
運輸業・物流業で使える補助金とは？ 

制度概要や採択事例を紹介 

 

※記事内容は、記事更新日時点の情報です。最新の情報は、必ず省庁や自治体の公式 HP をご確認

ください。 

 

物流 2024年問題や人手不足、燃料費・資材費の高騰などを背景に、運輸業・物流業の経営環境は

厳しさを増しています。 

 

こうした課題への対応策のひとつに、補助金の活用が挙げられます。そこでこの記事では、運輸業・物流業

で活用できる主な補助金の制度概要や採択事例を紹介します。 

 

＜掲載する補助金の一覧＞ 

制度名 対象となる取り組み 

持続可能な物流を支える物流効率化実証

事業（物流効率化に資する連携実証事

業） 

荷主を含む複数企業が連携した物流効率化に資する

取り組み 

物流施設における DX推進実証事業 物流施設における、優れたシステム構築・連携や自動

化・機械化機器の導入 

商用車等の電動化促進事業（トラック） 電動化（BEV、PHEV、FCV等）された商用車（ト

ラック・タクシー・バス）等及び充電設備の導入 

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助

金 （低炭素型ディーゼルトラック普及加速

化事業） 

燃費性能の高い低炭素型ディーゼルトラックの導入 

中小企業新事業進出補助金 新市場・高付加価値事業への進出にかかる設備投資

等 

ものづくり補助金 革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改

善を行うための設備投資等 



中小企業省力化投資補助金 人手不足解消に効果のあるロボットや IoTなどの製品

や設備・システムの導入 

中小企業成長加速化補助金 成長志向型の中小企業が行う大胆な設備投資 

 

なお、こちらの記事では、情報通信業・製造業で活用できる主な補助金を紹介しています。あわせてご一

読ください。 

 

▶ 情報通信業で使える補助金とは？制度概要や採択事例を紹介 

 

▶ 製造業で使える補助金とは？制度概要や採択事例を紹介 

 

 

持続可能な物流を支える物流効率化実証事業（物流効率化に資す

る連携実証事業） 

参照：経済産業省 持続可能な物流を支える物流効率化実証事業（物流効率化に資する連携実

証事業） 

 

企業規模を問わず、荷主を含む複数企業が連携して行う、物流効率化に資する取り組みを支援する制

度です。 

 

物流施設の自動化・機械化に資する機器・システムの導入、プラットフォームの構築等に係る実証費用の

一部を補助します。 

 

補助対象経費 機械設置・システム費、専門家経費、委託・外注費、その他諸経費 

補助率 1/2以内 

補助上限額 3億円 

https://www.nec-businessintelligence.co.jp/hoken/houjin_hojokin/202511_2.pdf
https://www.nec-businessintelligence.co.jp/hoken/houjin_hojokin/202512_2.pdf
https://logiefficiency-meti.jp/r6h/
https://logiefficiency-meti.jp/r6h/


直近公募スケジュール 

 1次公募（終了済） 

申請受付開始 令和 7年 3月 26日 

申請受付締切 令和 7年 5月 1日 17：00  

 

令和 7年 5月 1日をもって終了しています。 

ただし、令和 7年 11月に公表された「令和 7年度 国土交通省関係補正予算の概要」において物流

効率化について言及されており、今後、追加公募が行われる可能性があります。 

 

参照：国土交通省 令和 7年度 国土交通省関係補正予算の概要 

掲載ページ：国土交通省 令和 7年度国土交通省関係補正予算の概要について 

 

物流施設における DX推進実証事業 

参照：国土交通省 物流施設における DX推進実証事業 

 

人手不足や業務効率の低下等、深刻な課題に直面する物流関係事業者が行う、業務効率化や働き

方改革のための DX を推進する制度です。 

 

物流施設を保有・使用する物流関係事業者が、物流施設における、優れたシステム構築・連携や自動

化・機械化機器の導入を同時に行う場合、その経費の一部を支援するとともに、専門家による伴走支

援、効果検証等を行います。 

 

補助対象経費 ・システム構築・ 連携経費 

・自動化・機械化機器導入経費 など 

補助率 1/2 

補助上限額 ② 物流施設におけるシステム構築・連携事業 2,000万円 

②物流施設における自動化・機械化事業 3,000万円 

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001970728.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo05_hh_000297.html


直近公募スケジュール 

 （終了済） 

申請受付開始 令和 7年 5月 28日 

申請受付締切 令和 7年 6月 18日 17：00  

 

令和 7年 6月 18日をもって終了しています。 

 

ただし、令和 7年 11月に公表された「令和 7年度 国土交通省関係補正予算の概要」においてインフ

ラ、交通、物流等の分野における安全対策や生産性向上に資する DX について言及されており、今後、

追加公募が行われる可能性があります。 

 

参照：国土交通省 令和 7年度 国土交通省関係補正予算の概要 

掲載ページ：国土交通省 令和 7年度国土交通省関係補正予算の概要について 

 

令和 6年度補正予算 商用車等の電動化促進事業（トラック） 

参照：経済産業省 「令和 6年度補正予算 商用車等の電動化促進事業（トラック）」の公募につ

いて 

 

省エネ法に基づく「非化石エネルギー転換目標」を踏まえた中長期計画作成義務化に伴い、野心的な導

入目標を作成した事業者や、非化石エネルギー転換に伴う影響を受ける事業者等に対して、電動化さ

れた商用車（トラック）の導入を支援する制度です。 

 

補助対象経費 電動化された商用車（トラック）の導入費 

補助率 標準的燃費水準車両との差額の 2/3 等 

補助上限額 標準的燃費水準車両との差額の 2/3 等を乗じた額 

 

※車両の申請台数の制限はありません 

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001970728.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/kanbo05_hh_000297.html
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/automobile/r6hosei_hdv-hojyo_truck_koubo.html
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/automobile/r6hosei_hdv-hojyo_truck_koubo.html
https://laws.e-gov.go.jp/law/354AC0000000049/


直近公募スケジュール 

 令和 6年度補正予算分 公募 

自動車検査証の新規登録 受付開始 令和 7年 3月 31日 

自動車検査証の新規登録 申請受付締切 令和 8年 1月 30日 

 

申請に必要となる自動車検査証の新規登録（新規検査）は、令和 8年 1月 30日まで受け付けて

います。 

 

なお、本制度の公募は、令和 7年度補正予算においても実施予定です。 

参照：環境省 商用車等の電動化促進事業（経済産業省、国土交通省連携事業） 

掲載ページ：環境省 令和 7年度補正予算（案）の概要（令和 7年 11月） 

 

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金 （低炭素型ディーゼルト

ラック普及加速化事業） 

参照：環境省 令和 7年度低炭素型ディーゼルトラック普及加速化事業の公募開始について 

 

トラック運送業者（中小事業者に限る）における、燃費性能の高い最先端の低炭素型ディーゼルトラック

の購入を支援する制度です。 

 

補助対象経費 燃費性能の高い低炭素型ディーゼルトラックの導入費 

補助率 定額補助（車型区分・性能要件により補助額が定められています） 

補助上限額 導入する車型の区分・性能要件により異なります 

 

※申請台数は 1事業者 4台まで 

https://www.env.go.jp/content/000356475.pdf
https://www.env.go.jp/guide/budget/r06/r06-hos-gaiyo_00004.html
https://www.env.go.jp/press/press_05020.html


直近公募スケジュール 

申請受付開始 令和 7年 6月 9日 

申請受付締切 令和 8年 1月 30日 

 

令和 8年 1月 30日をもって終了となります。なお、本制度の令和 7年補正予算による実施について

は、令和 7年 12月 18日時点では未公表です。 

 

中小企業新事業進出補助金 

 

出典：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

 

既存の事業とは異なる、新市場・高付加価値事業への進出にかかる設備投資等を支援する制度です。 

 

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html


対象経費 機械装置・システム構築費、建物費、運搬費、技術導入費、知的財産権等関

連経費、外注費、専門家経費、クラウドサービス利用費、広告宣伝・販売促進

費 

補助率 1/2 

補助上限額 2,500万円～9,000万円 

※従業員数、要件による 

参照：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

採択結果 

直近の採択結果は、次のとおりです。 

 第 1回公募 

応募数 3,006件 

採択数 1,118件 

採択率 約 37.2% 

参照：中小企業新事業進出補助金 公式 HP（採択結果） 

採択事例 

運輸業・物流業の主な採択事例は、次のとおりです。 

事例① 安定的な物流サービスの展開に向けた倉庫業への進出 

事例② 梱包材製材時に発生する木屑を活かした木質バイオマス燃料製造 

事例③ 海外 BtoB向け中古機械オンラインオークション・輸出代行事業 

参照：中小企業新事業進出補助金 公式 HP（採択結果） 

 

 

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html
https://shinjigyou-shinshutsu.smrj.go.jp/results
https://shinjigyou-shinshutsu.smrj.go.jp/results


直近公募スケジュール 

 第 3回公募 

公募開始日 令和 7年 12月 23日 

申請開始日 令和 8年 2月 17日 

申請締切日 令和 8年 3月 26日 18：00 

参照：中小企業新事業進出補助金 公式 HP（公募スケジュール） 

 

ものづくり補助金 

 

出典：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

 

ものづくり補助金は、中小企業・小規模事業者等が行う革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセ

スの改善を行うための設備投資等を支援する制度です。 

 

https://shinjigyou-shinshutsu.smrj.go.jp/schedule
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html


 製品・サービス高付加価値化枠 グローバル枠 

対象経費 ＜共通＞機械装置・システム構築費（必須）、技術導入費、専門家経費、運

搬費、クラウドサービス利用費、原材料費、外注費、知的財産権等関連経費 

＜グローバル枠のうち、海外市場開拓（輸出）に関する事業のみ＞ 

海外旅費、通訳・翻訳費、広告宣伝・販売促進費 

補助率 中小企業：1/2、小規模・再生：2/3 中小企業：1/2、小規模：2/3 

補助上限額 750万円～2,500万円 3,000万円 

参照：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

採択結果 

直近の採択結果は、次のとおりです。 

20次公募 計 製品・サービス高付加価値化枠 グローバル枠 

申請者 2,453件 2,276件 177件 

採択者 825件 784件 41件 

採択率 約 33.6% 約 34.4% 約 23.2% 

参照：ものづくり補助金 公式 HP（採択結果） 

採択事例 

荷姿の判別機能を有するロボットの導入により、荷役作業の軽減と生産性向上を実現した事例です。 

スーパーマーケット向けの食料品やホームセンター向け DIY商品の物流業務（商品保管、流通加工、

店舗への配送）を担う物流センターでは、作業負担の大きさが課題となっており、職場環境の改善や従

業員の定着率向上、効率的な人員配置が求められていました。 

そこで補助金を活用し、重労働となっていたパレット積載商品のコンベア投入工程に「ランダムデパレタイズ

ロボット」を導入しました。 

 

その結果、従業員の肉体的負荷が軽減され、作業効率は約 2割向上しました。職場環境の改善により

定着率の向上が期待できるほか、生産性向上によって人員配置の柔軟性も高まりました。 

参照：ものづくり補助金 公式 HP（成果事例のご紹介） 

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html
https://portal.monodukuri-hojo.jp/saitaku.html
https://portal.monodukuri-hojo.jp/jireisearch_detail.aspx?id=2902110024


直近公募スケジュール 

 22次公募 

公募開始日 令和 7年 10月 24日 

申請開始日 令和 7年 12月 26日 17：00 

申請締切日 令和 8年 1月 30日 17：00 

参照：ものづくり補助金 公式 HP（公募要領） 

 

以降の公募については、準備ができ次第、23次公募を実施予定です。 

 

また、令和 8年度以降は「中小企業新事業進出補助金」と統合し、「新事業進出・ものづくり補助金」と

して公募を予定しています。 

 

中小企業省力化投資補助金 

 

出典：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

https://portal.monodukuri-hojo.jp/about.html
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html


人手不足解消に効果のあるロボットや IoTなどの製品や設備・システムを導入するための経費を補助する

制度です。 

 

カタログ注文型・一般型は、対象となる経費が異なる場合に限り、併用が可能です。 

 カタログ注文型 一般型 

対象経費 省力化製品の設備投資における 

（1）製品本体価格 

（2）導入に要する費用（導入経費） 

機械装置・システム構築費（必須）、運搬

費、技術導入費、知的財産権等関連経費、

外注費、専門家経費、 クラウドサービス利用

費 

補助率 1/2以下 中小企業：1/2、小規模・再生：2/3 

補助上限額 200万円～1,500万円 

※従業員数、要件による 

750万円～1億円 

※従業員数、要件による 

参照：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

採択結果 

直近の採択結果は、次のとおりです。 

 

＜カタログ注文型＞ 

カタログ注文型は通年で公募を行っており、採択に関する詳細な数値は、非公開です。 

 

参照：中小企業省力化投資補助金 カタログ注文型（公募結果） 

 

＜一般型＞ 

 第 3回公募 

申請者 2,775件 

採択者 1,854件 

採択率 約 66.8% 

参照：中小企業省力化投資補助金 一般型 公式 HP（採択結果） 

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html
https://shoryokuka.smrj.go.jp/catalog/grant_decision/
https://shoryokuka.smrj.go.jp/ippan/grant_adoption/


採択事例 

カタログ注文型の採択結果は、採択・交付決定事業者の公表のみとなっています。 

一般型における運輸業・物流業の主な採択事例は、次のとおりです。 

 

出典：独立行政法人 中小企業基盤整備機構 中小企業省力化投資補助事業 一般型公募（第 3

回） 採択結果について 

掲載ページ：中小企業省力化投資補助金 一般型 公式 HP（採択結果） 

 

 

オーダーメイド性の高い設備を導入することで、高い省力化効果が見込まれる事例です。 

倉庫業を営む企業では、仕分け・出荷からラベル作成までを人手で行っていたため、ヒューマンエラーが発

生しやすく、再作業による時間ロスや人件費の増加が課題となっていました。 

 

そこで補助金を活用して、自動仕分けロボット（オムニソーター）を導入。その結果、ヒューマンエラーや再

検品作業を大幅に削減することに成功しました。 

さらに、仕分け作業に従事していた人員の約半数を単純作業から作業体制の統括や在庫最適化といっ

た高付加価値業務へ再配置できるようになりました。これにより、現行の人員数のまま、従来の約 4倍の

仕分け・出荷処理が可能となり、納期短縮にもつながっています。 

https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/grant_adoption_summary_ippan_03.pdf
https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/grant_adoption_summary_ippan_03.pdf
https://shoryokuka.smrj.go.jp/ippan/grant_adoption/


参照：独立行政法人 中小企業基盤整備機構 中小企業省力化投資補助事業 一般型公募（第 3

回） 採択結果について 

掲載ページ：中小企業省力化投資補助金 一般型 公式 HP（採択結果） 

直近公募スケジュール 

 カタログ注文型 一般型（第 5回公募） 

公募開始日 随時 令和 7年 12月中旬（予定） 

申請開始日 令和 8年 2月上旬（予定） 

申請締切日 令和 8年 2月下旬（予定） 

参照：中小企業省力化投資補助金（一般型） 公式 HP（スケジュール（一般型）） 

 

中小企業成長加速化補助金 

 

出典：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

 

https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/grant_adoption_summary_ippan_03.pdf
https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/grant_adoption_summary_ippan_03.pdf
https://shoryokuka.smrj.go.jp/ippan/grant_adoption/
https://shoryokuka.smrj.go.jp/ippan/schedule/
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html


売上高 100億円超を目指す、成長志向型の中小企業が行う大胆な設備投資を支援する制度です。 

 

対象経費 建物費、機械装置費、ソフトウェア費、外注費、専門家経費 

補助率 1/2 

補助上限額 5億円 

参照：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

採択結果 

直近の採択結果は、次のとおりです。 

 1次公募 

応募数 1,270件 

採択数 207件 

採択率 約 16.3% 

 

参照：中小企業成長加速化補助金 公式 HP（中小企業成長加速化補助金（1次公募）採択者

の公表について） 

採択事例 

運輸業・物流業の主な採択事例は、次のとおりです。 

事例① 危険物リサイクル事業確立に向けた危険物倉庫建設計画 

事例② 大規模物流センターの新設による 3PL サービスの提供と物流効率化への貢献 

参照：中小企業成長加速化補助金 公式 HP（中小企業成長加速化補助金（1次公募）採択者

の公表について） 

 

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html
https://growth-100-oku.smrj.go.jp/info/info250919.html
https://growth-100-oku.smrj.go.jp/info/info250919.html
https://growth-100-oku.smrj.go.jp/info/info250919.html
https://growth-100-oku.smrj.go.jp/info/info250919.html


直近公募スケジュール 

 2次公募 

公募開始日 令和 7年 12月 26日 

申請開始日 令和 8年 2月 24日 

申請締切日 令和 8年 3月 26日 

参照：100億企業成長ポータル 

 

まとめ 

この記事では、運輸業・物流業で活用できる主な補助金の制度概要や採択事例を紹介しました。 

 

これらの補助金は、経営課題の解決や事業基盤の強化に役立ちます。ぜひ、活用をご検討ください。 

 

令和 7年 12月 26日 作成：株式会社 Stayway 

 

https://growth-100-oku.smrj.go.jp/

